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第3節 太陽系の中の地球
1 太陽系の構造 p.22
太陽系はどんなものでできているのか

①太陽系を構成する天体
・太陽，惑星，小惑星，太陽系外縁天体，衛星，彗星

・（1 ）……太陽を周回する天体。十分な質量があって重力が強く，ほとんど球形。自らの
軌道の近くからほかの天体を排除した天体。

・8つの惑星…………水星，金星，地球，火星，木星，土星，天王星，海王星。

・（2 ）……岩石質の小天体。火星と木星の間に多数存在する。
⇒（3 ）

・（4 ）…氷や岩石からなる小天体。海王星の軌道より外側の領域にある。
⇒（6 ）やエリスのように比較的大きい天体は，

（7 ）とよばれる。

・（8 ）……惑星や小天体の周囲を回る軌道にある。
母天体よりも小さい。
母天体の重力の支配から逃れられない天体。

・（9 ）……塵を含む氷からなる天体。
太陽の周囲を細長い軌道で公転する。

太陽系の質量の（10 ）％は，太陽の質量

＜思考力課題＞
※ 教科書 p.22の表(太陽と惑星の赤道半径(大きさ)，平均密度，太陽からの平均距離，公転周期)と
図(惑星の公転と自転の方向)を見て，気づいたことを書く。
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2 太陽系の誕生 p.24
太陽系はいつできたのか

①原始太陽と原始太陽系星雲の形成
・約（10 ）年前，星間雲から（11 ）が誕生した。
・星間雲は，回転しながら収縮して円盤状になり，その中心に（12 ）が誕生した。
・（13 ）……原始太陽の周囲の円盤状の星間雲。反時計回りに回転

していたと考えられる。

②微惑星の衝突と原始惑星の形成
・原始太陽系星雲中の星間ガスや星間塵が，吸着と合体をくり返し，100万年の間に，小さな天体

が無数にできた。⇒（14 ）の形成。
・（14 ）……直径10 km程度の小さな天体。

・微惑星どうしの衝突速度は小さいため，衝突によって破壊されることなく，合体していった。

⇒ （15 ）の形成。
・（15 ）……直径1000 km程度の質量の大きな天体。

③惑星の誕生
・太陽に（16 ）領域にできた原始惑星
……主に岩石からなり，比較的質量が小さいため，重力も小さい。

⇒ 星間ガスを周囲に集めることができなかった。

⇒ 4つの（17 ）の誕生。水星，金星，地球，火星。

・太陽から（18 ）領域にできた原始惑星
……岩石と氷からなり，質量が大きい。

⇒ 重力によって，周囲のガスをひきつけた。

⇒（19 ）の誕生。木星，土星，天王星，海王星。
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④惑星の内部構造
・地球型惑星……表面：地殻（20 ）。

地殻の下部：マントル（21 ）。
中心部：金属。主に（22 ）。

・木星型惑星……表面：水素やヘリウムなどの厚い（23 ）。
内部：高圧のため，液体となった水素（24 ）や，金属の性質をも

つようになった水素（25 ）の層。
中心部：岩石と（26 ）からできた固体の核。

＜思考力課題＞
※ なぜ，太陽系の惑星のうち，太陽に近いところの惑星は岩石中心，遠いところの惑星は気体中心と
なっているか。(スタサプの動画を視聴するとヒントがあります。)
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3 地球型惑星① p.26
地球・月はどんな天体か

①地球
・平均気温：約15 ℃。液体の水が存在する。
生命が存在する。磁場をもっている。

・半径：（1 ）km
・公転の軌道：

太陽から約（2 ）km
・自転する周期が約1日と比較的短い。
⇒ 自転によって生じる昼と夜の温度差が

（3 ）。
・自転軸が公転面に垂直な方向に対して傾いている。
⇒ 公転に伴って，季節の変化がおこる。

②月
・地球からの平均距離が約38万 kmの軌道上を回る（4 ）。
・半径：地球の（5 ）。質量：地球の（6 ）。 重力：地球の（7 ）。
・自転速度：遅い ⇒ 昼と夜がそれぞれ約15日間も続く。

・平均表面温度 昼側：約（8 ）℃ 夜側：約（9 ）℃
・自転周期：地球に対する月の公転周期に等しい。⇒ 地球に常に同じ面を向けている。

・表面：明るく見える（10 ）と暗く見える（11 ）がある。
⇒ 高地：（12 ）が見られる。古い時代に形成。
⇒ 海：溶岩が低地を埋めた。新しい時代に形成。

■月の形成

⇒（13 ）説
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4 地球型惑星② p.28
地球型惑星の特徴にはどのようなものがあるか

①水星
・太陽系の惑星の中で，半径と質量が最も（14 ）。
・太陽に最も近い軌道を公転。
・自転周期：長い(約59日)。
・昼夜の表面温度の差が大きい。

⇒ 昼：約（15 ）℃ 夜：約（16 ）℃
・生命は存在しない。

②金星
・半径，質量，平均密度などが地球に最も似ている。
・磁場はない。
・液体の水は存在しない。
・太陽から受ける単位面積あたりのエネルギーは，地球の約1.9倍。

・表面温度：約（17 ）℃にも達する。
・（18 ）を主成分とする約95気圧の厚い大気に覆われ，熱が逃げにくく
なっている。

③火星
・半径：地球の約（19 ）。
・質量：約（20 ）。
・磁場はない。

・大気圧は地球の（21 ）％
・平均温度：約（22 ）℃
・盾状火山やカルデラなど，火山活動の痕跡が多く見られる。両極にドライアイスと氷からなる

（23 ）をもつ。
・液体の水は存在しない。
⇒ 河川状の地形が見られることからかつては存在したと考えられている。

・現在のところ，生命は存在しない。

＜思考力課題＞
※ 金星は昼と夜の気温の変化が書かれていない。つまりその差がない。反面，水星や火星は昼と夜や
極地方と赤道付近で温度変化が大きい。なぜ金星では温度変化がないのか。
また，金星の平均温度が太陽により近い水星よりも高いのはなぜか。それぞれ考察せよ。
(スタサプの動画を視聴するとヒントがあります。)
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5 木星型惑星 p.30
木星型惑星はどのような特徴を持っているか

①木星
・太陽系最大の惑星。
・表面温度：約－150 ℃。

・大気：（1 ）（約90 ％），（2 ）（約10 ％）。
・大気には（3 ）がみられる。
（3 ）……大きさが数万 kmの巨大な渦。

・60個以上の衛星をもつ。

⇒（4 ）：火山活動。
⇒（5 ）：厚い氷の下部にある海に，生命が存在する可能性がある。

②土星
・密度：水よりも小さい。

・半径：地球の約（6 ）倍。
・表面温度：約－190 ℃。

・主に（7 ）でできた（8 ）をもつ。
・60以上の衛星の存在が知られている。

⇒（9 ）：土星最大の衛星。メタンやエタンの海があり，生命が存在する可能
性。

③天王星
・半径：地球の4倍程度。

・質量：地球の約（10 ）倍。
・表面温度：約－210 ℃。
・自転軸：公転面に対して垂直な方向に大きく傾き，横倒しの形。

④海王星
・半径：（11 ）と同じ程度。
・質量：地球の約（12 ）倍。
・密度：木星型惑星の中では最も高い。

・表面温度：（11 ）とほぼ同じ。
⇒ 内部からの熱によって暖められているため。

＜思考力課題＞
※ 天王星や海王星は青い色をしている。それはなぜか。
(スタサプの動画を視聴するとヒントがあります。)


